
補助事業番号 2024M-066 

補助事業 名 2024年度 福祉機器の整備 補助事業 

補助事業者名 社会福祉法人ライフの学校 

 

１ 補助事業の概要 

事業内容：特殊浴槽の整備 

・HK-255L1 昇降式介護浴槽100V   （CE11306） 1台 

・RA-255S 電動昇降式ストレッチャー（CE17590） 1台 

・RA-355S 担架          （CE18190）    1台 

事業費総額 5,500,000円 

補助金額 4,125,000円 

事業完了年月日 2024年9月6日 

補助事業内容 

・現在設置してある特殊浴槽（ミスト浴槽）の破棄 

・ストレッチャー式特殊浴槽の新規設置 

・設置効果測定 

 

２ 予想される事業実施効果 

従来使用していた特殊浴槽（ミスト浴槽）の老朽化の対応。パートナーからの「湯舟に浸かりた

い」という強い希望に応える。スタッフの負担軽減と業務内容の改善。 

 

３ 本事業により導入した機器 

https://gakkou.life/wp-content/uploads/2024/11/2f2adfe08c63794421bb2daf957e5af8.pdf 

・HK-255L1 昇降式介護浴槽100V   （CE11306）   1台 

・RA-255S 電動昇降式ストレッチャー（CE17590）   1台 

・RA-355S 担架          （CE18190）   1台 

設置場所：宮城県仙台市若林区上飯田字天神1-1 

ライフの学校 特別養護老人ホーム 萩の風キャンパス 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://gakkou.life/wp-content/uploads/2024/11/2f2adfe08c63794421bb2daf957e5af8.pdf


① 設置写真 

 

 

 



② 補助事業に関わる印刷物等 

インスタグラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



フェースブック 

  

  

補助事業 自己評価結果 

《 パートナーからの声 》パートナーの皆様から以下のようなお声をいただいております。 

- いつもは眉間にしわを寄せていたパートナーが、目を閉じて気持ち良さそうにお風呂に入って

おられました。 

- これまでミスト浴に固執し、特浴を嫌がっていた方も、実際に特浴に入ってみると「これはこ

れで気持ちよくて良い」との理解を示されました。 

- ジェット機能に対しても好評の声が上がっています。 

- ミスト浴では寒さを感じて上がりたくない様子が見受けられましたが、「もう少し入っていた

い」と湯船で身体を温めながら気持ちよさそうにされていました。 

- 「寒い」といった声が聞かれなくなりました。 



- 初めは湯船に入ることを嫌がっていたパートナーも、「あったかくて良い」「まだ入っていた

い」と気持ちよさそうに入られていました。 

- 湯面が上昇して肩までお湯につかることができるようになり、清潔感も感じられます。 

- 初めは慣れないため恐怖心もあったようですが、実際に湯船に入ると、以前のミスト浴よりも

暖かく「気持ち良い」とおっしゃり、ゆっくりと入られていました。 

- ミスト浴の際は浴室内のミストのみで「寒い」との声がありましたが、浴槽に入った後は「あ

たたかい」との感想が聞かれました。 

- お湯が溜まる速度が早くて良いとのご意見も。 

- 特浴までの移動時間が短縮されたため、長めにお風呂に入ることができるとのことです。 

- 一部のパートナーからは、横から出てくる噴流の勢いが強いとの意見があり、スタッフが噴流

部分に手を近づけたところ、強さを実感しました。 

- ストレッチャーのブレーキを解除する際に、振動や大きな音が怖く、「痛い」とお話しされて

いる方もいらっしゃいました。 

 

《 スタッフからの声 》 

- ミスト浴ではドームの中に身体を入れるため、入浴中は身体を洗いづらい部分がありました

が、特浴はオープンなため、身体の垢を落としたり、皮膚の異常に気づきやすくなった点が良い

とのことです。  

- 入浴中の声かけについても、ミスト浴では顔全体が見えにくい状態でしたが、特殊浴槽では互

いに顔が見えるため、パートナーとスタッフが全体を見渡せ、安心して入浴できるようになりま

した。 

- 水圧が強く、シャワーの使い心地も良好で、洗い流す際に洗い残しを気にせずに流せるという

意見がありました。掃除も容易になり、操作が難しくないため、使いやすさが向上しました。 

- 操作が簡易で、慣れるのに時間がかからなかったため、スタッフへの周知もスムーズに行えた

との声もありました。 

- 一部のパートナーからは、湯船に入ることで身体が温まるとの意見があり、寒い季節に向けて

期待が持てます。上がった際は以前よりも温まっていると感じる方もいました。 

- ドームがないためお風呂が広く感じ、明るくなったという声がありました。お湯の温度もすぐ

に調整でき、パートナーに合わせやすくなっています。 

- 浴槽の色が白に近いため、汚れが目立ち清潔感があります。また、ストレッチャーの高さが車

椅子座面まで低くなることで、移乗介助がしやすくなったとのことです。横になる機械がミスト

浴よりも低くなるため、車椅子への移乗もスムーズに行えるようになりました。 

- シャワーの水圧も良好で、パートナーの身体や使用後の浴槽もきれいに洗えると好評です。ま

た、特浴までの移動時間が短縮されたため、入浴前の準備や入浴後の対応がスムーズになり、ゆ

ったりとお湯に浸かる時間が増えています。 

- 申請から納品、設置までが順調に進み、9月6日に浴槽の入れ替えを行い、翌日7日から入浴



が可能となりました。ミスト浴のドームが無くなったことで視界が明るくなり、壁に富士山など

四季折々の張り紙を加えるアイディアも考えられています。 

- 皆さんが湯船に入ることが増え、気持ち良さそうにされており、入浴時間も長くなったという

嬉しい声があります。ストレッチャーの上で更衣ができるため、移乗回数が3回から2回に減

り、腰痛予防・軽減にもつながっていると好評です。 

 

《 パートナー向け調査票 》 

結果：5名中2名のパートナーが、「ぐっすりと休め、気持ちよく目覚めた」「意欲的で、活動的

に入浴できた」という2つの満足度が高くなったことが報告されました。これにより、湯船に浸

かることで心身ともにリラックス効果が得られたのではないかと考えられます。 

 

《 スタッフ向け調査票 》 

結果：特殊機械浴槽を導入した結果、職場の活気の変化を感じたスタッフが2名、仕事のやりが

いの変化を実感したスタッフが1名、入浴支援の負担が減少したと感じているスタッフが1名い

ました。また、その他のスタッフも、なんとなく心配や自信のなさを抱えていたものの、心理的

には改善が見られるようになりました。 

 

《 スタッフ向けスタディ調査票 》 

結果：1階の浴室調整を行い、準備をして誘導していたところ、機械浴槽が2階にあることで誘

導時間が短縮され、負担が軽減されたとの声が聞かれました。また、ストレッチャーからベッ

ド、車椅子への移乗介助を行っていたスタッフからは、ストレッチャーの上で着替えができるた

め、移乗回数が減り、腰痛予防や負担軽減に繋がったという意見も寄せられています。 

一方で、入浴パートナーの中には長湯をする傾向が見られるものの、その分、気持ちよく入浴で

きていると考えられます。 

   

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人 ライフの学（シャカイフクシホウジン ライフノガッコウ） 

住  所： 〒984-0838 

宮城県仙台市若林区上飯田字天神 1-1 

代 表 者： 理事長 田中 伸弥（タナカ ノブヤ） 

担当部署： サポートセンター（サポートセンター） 

担当者名： 常務理事 菅原 篤人（スガワラ アツト） 

電話番号： 022-289-8555 

F  A  X： 022-289-1755 

E - m a i l： info@gakkou.life  

U R L：  https://gakkou.life/ 

mailto:info@gakkou.life
https://gakkou.life/

